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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

離島の物流
拠点の設置

　離島は配送料がネックになって
いる。量が少ないので，単価を落
とすこともできず，船を経由する
ので，発送のタイミングの問題も
ある。
　例えば，離島の自治体の横のつ
ながりとして，島の中間地点や鹿
児島市などに，様々な離島の荷物
を取りまとめる拠点のようなもの
があると，取扱量が増え，配送の
単価も下げられる。
　また，その拠点自体も離島の産
品を扱う物産展のような場所にも
できるのではないかと考えるが，
検討していただきたい。

　離島における配送料のコスト削減につ
いては，物流拠点施設の整備が有効であ
るかなど，関係団体等を通じ情報収集を
行ってまいります。
　なお，三島村を含む特定有人国境離島
地域においては，農水産物及び加工品等
の戦略産品に係る輸送費の支援の制度も
あります。県としましては，この制度が
離島の実情に応じた内容となるよう，制
度の充実について国に要望してまいりた
いと考えています。

現場の声を
聞く機会の
確保

　大名タケノコの販路拡大や長命
草を利用した特産品開発など，地
域の資源を生かし，生活していけ
るよう取り組んでいるところ。
　小さな離島の事情が分かりつ
つ，サポートできる人材はなかな
かいない。
　県職員の方も是非島に来て，一
緒に島の課題の解決策を考えてい
ただきたい。もっと村に来る機会
を増やしていただきたい。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策に十分留意しながら，機会を捉えて，
離島の現場をお訪ねし，実態の把握に努
めてまいりたいと考えております。
　また，日頃から村とも緊密な連携を図
り，離島の現状の的確な把握に努めると
ともに，「特定離島ふるさとおこし推進
事業」を活用し，地域資源を活かした産
業振興等が図られるよう引き続き支援し
てまいります。
　また，地域おこし協力隊制度等を活用
した村によるサポート人材確保の取組等
について助言等を行ってまいります。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

道路維
持課

保健体
育課

　牧場で牛を飼養しているが，出
産前になると，牛舎へ引き込み，
出産をさせる。出産時の事故を防
ぐために，牛舎はなくてはならな
い。
　黒島は平たん地が少なく，山ば
かりの地形。山を造成して，敷地
を広くするには膨大な資金が必要
になり，村では，財政的に厳しい
と聞いている。安心して牛が出産
できる牛舎の建設のために，力を
貸していただきたい。

子供の交通
安全

　道路が狭いため，車が出てくる
ときに子供たちが走っていると，
ぶつかりそうになり，危ない。
　カーブミラーの設置等ができれ
ば，子供たちの安全にも，車の安
全にもつながると思う。

　御要望のカーブミラーについては，現
地調査を実施したところであり，県道と
村道との交差点については，今年末に，
設置する予定です。
　児童生徒に対しては，各学校におい
て，校区内の安全マップづくりなどを通
じ，狭い道や見通しの悪い場所等身の回
りの危険箇所等を認識させるとともに，
様々な状況や場面において危険を予測
し，安全に行動できる能力を身につけさ
せるよう引き続き努めてまいります。

　片泊に移住する人が増えている
が，牛舎が足りていない。移住す
る人がいても，牛舎がないと，仕
事がないという状況になってしま
うので，牛舎の増築をお願いした
い。

牛舎の確保

　複数の農家で共同で利用するための繁
殖雌牛用の牛舎を整備する場合や繁殖雌
牛の頭数を増やすための牛舎を整備する
場合には，国や県の補助事業が活用可能
です。
　各事業については，事業の要望調査が
行われる際に，村を通じて県に事業実施
の要望をあげ，実施計画について協議さ
せていただく必要がありますので，三島
村役場に御相談ください。
　今後も，新たな担い手の確保につなが
るよう各種事業の活用について三島村役
場と連携して対応してまいります。

畜産課
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

森林経
営課

離島振
興課

離島振
興課

販路拡
大・輸
出促進
課

中小企
業支援
課

　三島村の大名タケノコについては，今
年度も県のＳＮＳ等を通じてＰＲさせて
いただきました。
　また，離島の特産品のＰＲについて
は，「ふれあいアイランドの形成推進事
業」により，各離島の特産品を展示・販
売する「かごしまの島々フェア」を鹿児
島市で開催するなどの取組を行っている
ところです。
　今後とも多様な魅力のある離島特産品
のＰＲの充実に取り組んでまいります。
　なお，三島村を含む特定有人国境離島
地域においては，農水産物及び加工品等
の戦略産品にかかる輸送費の支援の制度
もあります。県としては，この制度が離
島の実情に応じた内容となるよう，制度
の充実について国に要望してまいりたい
と考えております。

焼酎の販路
拡大

　三島村の焼酎は，値段が高い
が，良いお店（飲食店）におけ
ば，違いが分かるお客さんが買っ
てくれると思う。
　焼酎の価値を分かってくれるお
店にＰＲをして，販路を広げ，ま
ずは鹿児島市内でブランド化して
いく。地産地消で頑張っていると
ころで認めてもらう努力が必要で
はないかと思う。

　かごしま産業支援センターに設置して
いる「よろず支援拠点」では，ブラン
ディングや販路拡大など，事業に関する
あらゆる相談に各分野の専門家（コー
ディネーター）がワンストップで対応し
ています。販路拡大等に活用可能な支援
事業等も御紹介していますので，同拠点
に御相談ください。
　県酒造組合においても，焼酎トレイル
（酒蔵ツーリズムの普及）やウェブサイ
ト等での情報発信等付加価値の向上に向
けて取り組んでいます。
　県と県酒造組合で取り組む事業等にも
お声がけしますので，是非御参加を検討
いただき，みしま焼酎無垢の蔵の個性や
強みをＰＲする機会として御活用いただ
きたいと思います。

大名タケノ
コのＰＲ

　大名タケノコを東京に出荷して
いるが，現在は輸送費が驚くほど
高騰し，出荷してもほとんど利益
が出ない状況。輸送費について
は，鹿児島県内の離島が抱えてい
る大きな悩み。
　インターネットを通じて販売す
ればそれなりの収益は上がると思
うが，ネットでは，なかなか違い
が認められず，ブランド化にはつ
ながらないと考えている。
　送料が少なくてすむ，タケノコ
王国の鹿児島の市場で，三島村の
大名タケノコの違いを知っていた
だくことが重要ではないかと考え
ている。離島が持っている県内の
素晴らしい特産品のＰＲをお願い
したい。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

商工政
策課

中小企
業支援
課

デジタ
ル推進
課

　かごしま産業支援センターに設置して
いる「よろず支援拠点」では，事業計画
の策定をはじめ，売上拡大や販路開拓な
ど事業に関するあらゆる相談に各分野の
専門家（コーディネーター）がワンス
トップで対応しており，ＩＴ活用に関す
る支援も行っています。
  また，三島村には商工会が設置されお
りませんが，県商工会連合会が三島村の
事業者からの経営に関する相談等に対応
しておりますので，まずは御相談くださ
い。
　さらに，県では，今年度新たに，デジ
タル政策やICTなどの専門的知見を有す
る外部有識者（ＤＸ推進アドバイザー）
による相談窓口を設置しています。
　相談窓口では，民間事業者からのデジ
タルに関する相談に応じるほか，市町村
に対して職員のＩＴリテラシーの向上等
に関するアドバイスを行うこととしてい
ます。
　市町村職員に対しては，これまでＩＴ
関連の専門知識習得のための研修を実施
しており，引き続き，市町村職員のＩＴ
リテラシーの向上等を支援してまいりま
す。

事業拡大に
伴うサポー
ト

　事業を拡大するにあたり，役場
から補助金等の支援はあるが，そ
れだけでは足りないと感じる。お
金だけではなく，もう少し現場レ
ベルで，専門的にビジネスをサ
ポートしていただける制度があれ
ばありがたい。
　商工会に相談したことがある
が，三島村は商工会がなく，村役
場に相談しても，ＩＴ関連の専門
的な知識を持った人がいないた
め，なかなか話が前に進まない。
　今後は，自治体職員も，ＩＴに
関するリテラシーを高めたり，コ
ンサルタントのように専門性を高
めていく必要があると思う。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

販路拡
大・輸
出促進
課

中小企
業支援
課

　かごしま産業支援センターに設置して
いる「よろず支援拠点」では，ブラン
ディングや販路拡大など，事業に関する
あらゆる相談に各分野の専門家（コー
ディネーター）がワンストップで対応し
ています。販路拡大等に活用可能な支援
事業等も御紹介していますので，同拠点
に御相談ください。
　県産本格焼酎の販路拡大には，付加価
値の向上や積極的な情報発信が重要であ
ると考えており，県では，県酒造組合と
連携し，全国展開する大手酒販店等や首
都圏の著名な飲食店等とタイアップした
ブランド力向上，販路拡大に向けた取組
を展開しています。
　県酒造組合においても焼酎トレイル
（酒蔵ツーリズムの普及）やウェブサイ
ト等での情報発信等付加価値の向上に向
けて取り組んでいます。
　県と県酒造組合で取り組む事業等にも
お声がけしますので，是非御参加を検討
いただき，みしま焼酎無垢の蔵の個性や
強みをＰＲする機会として御活用いただ
きたいと思います。

　蔵が完成した当初は，島内限定
販売を製造免許で決められていた
が，さすがに島内だけでは消化し
きれないということで，かけあっ
ていただいた結果，島外にも焼酎
を卸せるようになった。
　ここ数年は，県外，関東・関西
にも出荷しているが，もう少し販
路を拡大しないと作る量と売る量
のバランスが取れない。島外への
販路拡大を蔵の課題として現在取
り組んでいるところ。
　三島村の焼酎を，都会に販路拡
大するためには，どのように取り
組めばよいか伺いたい。

焼酎のブラ
ンド化と販
路拡大

　三島村焼酎無垢の蔵のブランド
化について，製造本数が少ないこ
とは，希少価値としては良いが，
ブランド化として武器になってい
るのか疑問に思う。
　認知度を高めようとはしている
が，なかなか販売成績がふるわな
いため，どうしたらよいか伺いた
い。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

　県では，本年１月に策定した「鹿児島
県サツマイモ基腐病対策アクションプロ
グラム」に基づき，ほ場に基腐病菌を
「持ち込まない」「増やさない」「残さ
ない」３つの対策を総合的に推進するこ
ととし，地元紙への防除暦の掲載など生
産者への周知活動も行ってきているとこ
ろです。
　基腐病がまん延していない地域では，
まず「持ち込まない」対策が重要なこと
から，健全苗の確保や苗消毒にしっかり
取り組むとともに，「増やさない」対策
として，異常株の早期抜き取りや予防散
布，排水対策，「残さない」対策として
の収穫残さの早期耕うんなどが必要で
す。
　また，発生が確認された生産者に対し
ては，国の事業を活用し，資材などの購
入支援等を行っているところです。
  個別の御相談等は，農産園芸課にお問
合せください。
　県としては，引き続き，関係機関・団
体と一体となって，基腐病対策に取り組
んでまいります。

サツマイモ
の基腐病対
策

　島内でも基腐病が疑われる症状
の芋が見つかっている。一度出て
しまうとなかなか減らないという
ことも農業指導員から聞いている
ので，持ち込まない，残さない，
増やさないを大原則に対策は行う
が，なかなか徹底して行うことも
難しい状況。
　どのようにすれば，手遅れにな
る前に基腐病に対する対策ができ
るか。

農産園
芸課
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

椿の生産

　鹿児島の椿油は東京，長崎に次
いで全国３位であるが，伊豆諸島
や五島のような大規模産地に比
べ，鹿児島県下の椿生産は小規模
産地が点在しており，その一つ一
つが大規模産地と戦うことは非常
に厳しい。
　小規模産地を守っていくため
に，県としてアピールすること
で，各産地を存続させていくよう
な動きにつながってくれればと
思っている。
　椿の仕事をやってみて，お年寄
りしかできない仕事だと感じた。
これからの高齢化社会において，
「年をとっても輝ける場所があ
る」と発信していけば，産地存続
につながるのではないかと考えて
おり，県にも力添えをいただきた
い。
　また，県内の産地で横のつなが
りがないのも気になっている。そ
れが，鹿児島県の椿をPRできない
原因にもなっていると思うので，
生産者が集まる機会があれば嬉し
い。

　椿の実は,三島村や桜島，甑島におい
て生産されています。
　県としては，関係市町村や地域振興局
に設置されている林業普及指導員等と連
携しながら，島々の椿生産者間の意見交
換や情報交換の機会を設けていきたいと
考えています。
 また，椿油などの県産品の販路拡大に
は積極的な情報発信が重要であると考え
ており，県産業会館のブランドショップ
や，かごしま遊楽館のアンテナショッ
プ，ＥＣサイト「かごしま特産品ねっと
『かごいろ』」等において広くＰＲする
場を提供しているところです。
　なお，（公社）鹿児島県特産品協会で
は特産振興支援員を設置して販路開拓の
提案や指導等を行っており，他の生産者
等の情報も御紹介できますので，同協会
に御相談ください。

森林経
営課

販路拡
大・輸
出促進
課
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

販路拡
大・輸
出促進
課

中小企
業支援
課

 かごしま産業支援センターに設置して
いる「よろず支援拠点」では，ワンス
トップで，事業に関するあらゆる相談に
各分野の専門家（コーディネーター）が
対応しており，商品の販売促進について
は，パッケージやラベル等のデザインの
改善，ホームページ制作，ＳＮＳを使っ
た効果的な広報などの支援を行っていま
す。
　また，県産業会館のブランドショップ
や，かごしま遊楽館のアンテナショッ
プ，全国の百貨店における鹿児島物産展
など，県産品を広くＰＲする場を提供し
ているほか，誰にでもいつでも購入いた
だける機会が広がる，ＥＣサイト「かご
しま特産品ねっと『かごいろ』」もあり
ますので，御活用ください。

特産品の販
路開拓と雇
用

　島には収入を得る仕事が少ない
ので，雇用の場を作りたいという
想いがある。
　離島キッチンの方にお手伝いを
いただき，黒島みかんクッキー等
を作った。箱詰めしたもののほか
に，お土産にしやすいばら売り
や，配りやすくできるように封筒
をつける等工夫して，販売するこ
とになった。
　また，シフォンケーキの冷凍販
売ができたら良いと思っていた
が，難しいとのことで，今後，十
島村のようにアンテナショップが
できることに期待している。
　２，３人で切り盛りをしている
が，これらの商品が売れて，賃金
アップが図れれば，もっと多くの
人が働けるようになるのではと
思っている。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

義務教
育課

離島振
興課

村に赴任す
る教員

　子どもの数が非常に少ないの
で，三島村に学校の先生が赴任さ
れる際は，自分の子ども達を村に
連れてきていただけるとありがた
い。

　教職員の人事異動に当たっては，村教
育委員会の要望等を踏まえながら行って
いるところであり，御要望については，
村教育委員会にもお伝えします。

教職員
課

船溜りの確
保

　漁業をしているが，漁船の係船
場所が浅くなっており，船がぶつ
かってしまうので，船溜りの確保
をお願いしたい。

　竹島港は村の管理港湾となっていま
す。まずは三島村に御相談いただきます
ようお願いします。
　県においては，三島村が事業を実施す
るために必要な予算の確保や技術的支援
等を行ってまいります。

港湾空
港課

里親の後任

　山村留学である｢しおかぜ留学｣
の里親をしている。
　自分も高齢になり，後数年で里
親をやめようかと考えているが，
子どもの数が非常に少なく，自分
が里親を辞めてしまうと，三島竹
島学園が閉校になるのではないか
と考えている。そうなる前に良い
後任の方を見つけていただきた
い。

　三島村教育委員会では，豊かな自然の
中で相互の教育効果の向上を図るととも
に，学校の活性化と教育の振興・充実を
図ることを目的とした「しおかぜ留学」
を行っています。
　県教育委員会としても，この取組の趣
旨が生かされるよう，今後とも村教育委
員会と協力してまいります。
　継続的な里親の確保を含めた「しおか
ぜ留学」のあり方については，村と意見
交換を行いながら検討してまいりたいと
考えています。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

村営住宅の
インター
ネット環境
整備

　村営住宅におけるインターネッ
トの引込み工事については，ぜい
たく品なので鹿児島県の補助事業
に入らないと言われている。
　インターネットを活用すること
が当たり前の世の中だと考えてい
るので，住宅の基本的な構造とし
て，インターネットの配線工事も
補助の対象に含めていただければ
ありがたい。

　一般世帯のインターネットサービス利
用については，受益者負担の観点から，
初期工事費用も含め，サービス提供事業
者と契約の上，回線工事を行っていただ
いており，今回の村営住宅におけるイン
ターネットの引き込み工事については，
サービス提供事業者である三島村に相談
してくださるようお願いします。
　なお，県では特定離島ふるさとおこし
推進事業において，定住・交流人口の増
加により島の活性化を図るため，定住促
進住宅の整備に対して補助を行ってお
り，住宅整備にあたりインターネットの
配線工事を合わせて実施する場合は，補
助の対象としています。

デジタ
ル推進
課

離島振
興課

PR観光
課

島の観光

　三島村観光案内所では，県外の
観光客から，｢始発の飛行機で鹿
児島に来ても，三島村行きのフェ
リーに間に合わない｣，｢島から帰
る時も，最終の飛行機に間に合わ
ない｣という旨の問合せをいただ
く。
　フェリーみしまは，生活航路を
兼ねているので，運行時間を変更
するのは難しい。
　観光客からは，翌日の飛行機を
待つまでの間に巡れる鹿児島県の
観光スポットを聞かれることも多
いので，観光連盟等と連携した情
報共有をさせていただければ非常
にありがたい。

  御意見については，早速，県観光連盟
と情報共有を行ったところです。
　県としては，三島村観光案内所，三島
村，県観光連盟等と連携しながら，三島
村への観光客が，三島村への旅の前後に
県内観光を楽しめるよう，港や村役場な
どに県や鹿児島市の観光案内パンフレッ
トを設置するなど，観光情報の発信等に
取り組んでまいります。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

　地域の観光振興については，各地域の
幅広い関係者が連携して取り組むことが
肝要であると考えます。
　金融の支援としては，国の「地域一体
となった観光地の再生・観光サービスの
高付加価値化事業」において，地域で立
案する観光地再生に向けた計画等に基づ
く，宿泊施設の大規模改修や廃屋の撤去
等の取組等に対する支援が行われていま
す。
　資金計画づくり，事業計画の相談につ
きましては，県において，稼げる観光地
域づくりに取り組む地域のＤＭＯ等に対
し，専門家派遣や，地域資源磨き上げ，
観光コンテンツ造成等の実践事業への助
成による伴走支援に取り組んでいます。
　宿泊施設等が行うコロナ後を見据えた
新たな需要に対応するための取組（前向
き投資）に対する助成も行っております
ので，これらの支援策の活用も御検討く
ださい。
　また，県中小企業融資制度では，宿泊
施設の整備に利用可能な資金を設けてい
ます。
　融資に当たっては，具体的な事業計画
が策定されており，その実現性がある
か，収益が見込まれるか等について，保
証機関及び金融機関が審査することと
なっています。
　事業計画については，かごしま産業支
援センターに設置している「よろず支援
拠点」や県商工会連合会において，事業
者からの経営に関する相談に応じており
策定支援も行っていますので，同拠点等
に御相談ください。

宿泊場所の
整備支援

　宿の増築を検討するが，島内に
業者がおらず，機材を全部島外か
ら持ってくるため，費用がとんで
もない桁数になる。銀行融資にお
いても，航路が週４で客数が見込
めないことや，島民数が少なく必
要性がないということで，拒否さ
れる事例が多い。
　離島の観光振興として，一泊で
きる交流の場は必要と考えている
ので，御支援いただけるとありが
たい。

PR観光
課

商工政
策課

中小企
業支援
課
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

県道の維持
補修

　県道221号線は，私たちの生活
道であり，海がしけて港に接岸で
きない時に，人や物資を運ぶ大切
な役割を持っている。
　しかし現在，道は非常に荒れて
おり，年に数百メートルの舗装改
修補助をしていただいても間に
合っていない。また，昨年の大雨
で，県道が陥没し，４か月半ぐら
い通行止めにもなっていた。
　今以上の県道の改修工事をお願
いしたい。

　県道片泊大里線の舗装補修について
は，路面の損傷状況を勘案し，緊急性の
高い箇所から補修を行っているところで
あり，今後も村と連携しながら対応して
まいります。

道路維
持課

片泊港の改
修

　漁師をしているが，片泊港は風
が吹くと停泊できない。
　漁船の船着場の方も底が浅く
なっていて，へらが当たってしま
うので，改修をお願いしたい。

　片泊港は村の管理港湾となっていま
す。まずは三島村に御相談いただきます
ようお願いします。
　県においては，三島村が事業を実施す
るために必要な予算の確保や技術的支援
等を行ってまいります。

港湾空
港課

産業人
材確
保・移
住促進
課

　県では，移住希望者等が県内へ移住す
ることを促進するため，市町村が所有す
る住宅を移住者向け住宅として改修する
際に，整備費用の一部を助成しており，
住宅の確保の支援に取り組んでいるとこ
ろです。
　今後とも，市町村と連携して移住・交
流の促進に取り組んでまいります。

移住者に対
する住宅の
確保

　村の人口を増やしたいが，住む
家がない。どの市町村でも同じか
もしれないが，住宅の確保につい
てお願いしたい。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

消防保
安課

夜間急患搬
送体制

　昼間の急患搬送は，ドクターヘ
リや防災ヘリを要請すると，20分
ぐらいで到着する。
　一方，夜間の自衛隊のヘリは，
到着まで３時間近くかかる。この
自衛隊のヘリをもう少し早く島に
来るような，手続の簡素化ができ
ないものか。
　また，この自衛隊ヘリの急患搬
送制度がなくなると伺ったが本当
なのか教えていただきたい。

　離島における自衛隊での急患搬送につ
いては，自衛隊法に基づき，医療機関か
ら依頼を受けた市町村・消防からの要請
を受け，知事が自衛隊に対してヘリの出
動要請を行っています。
　急患搬送の時間短縮を図るため，自衛
隊において，搬送の必要性や緊急性が迅
速に判断できるよう，県は円滑な関係機
関との連絡調整に，市町村・消防は患者
の病状等の正確な情報伝達に努めている
ところです。
　令和４年度中に，現在離島急患搬送を
担っている鹿屋救難ヘリが除籍される予
定であり，県においては，現在，防衛省
と，九州にある自衛隊の体制や，現在
持っている機材の所要時間，急患の発生
から搬送までの手順等の協議を行ってい
るところです。
　熊本や宮崎の基地からの出動を想定し
ており，現行の鹿屋基地からの出動に比
べて飛行距離が伸び，搬送時間が長くな
ることが懸念されることから，県として
は，いかに時間短縮できるかということ
を中心に協議しているところです。
　今後とも，離島からの急患搬送体制が
維持されるよう，引き続き協議を行って
まいります。
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知事とのふれあい対話（三島村）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等

課名意見項目 主な意見（要約） 県の対応等

保健医
療福祉
課

医療の充実

　三島村は，子育てをするには非
常に素晴らしい場所だと考えてい
るが，医師が駐在していないこと
が不安。オンライン診療では，け
がをした際の，現場の医療行為が
できない。
　医療の充実をお願いしたい。

　県では，離島・へき地における住民の
医療確保のため，市町村が設置するへき
地診療所に対して運営費，設備整備費を
補助しているほか，離島・へき地に巡回
診療や医師派遣等を実施するへき地医療
拠点病院に対しても，運営費等の支援を
行っているところです。
　さらに，三島村に対し，遠隔診療に必
要な機器整備等の支援を行うことで，へ
き地診療所間で連携し，医師不在時にお
いても医師がいるへき地診療所からの支
援が可能になったほか，タブレットを活
用した在宅での患者診察，看護師による
処置が可能となったところです。
　このほか，離島・へき地の救急医療体
制としてドクターヘリや自衛隊等による
救急患者搬送を行っているところです。
　県としては，引き続き，三島村におけ
る医療提供体制の充実に向け，総合的に
必要な施策を実施してまいりたいと考え
ています。

14 ページ


